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ご挨拶
東日本大震災による自粛ムードだけでなく、政策論争も盛り上がりを欠ける中、統一地方選の

前半戦となる県議選が熊本でも行われました。結果は、自民党の現職と自民党系の新人が民主党
候補者の挑戦を退け、民主党の惨敗に終わりました。また、平均投票率は、過去最低だった前回

を大幅に下回ったと報道されました。しかし、投票率の低さと政治に対する期待度は連動してい
るものではなく、今回のような被災の復興に向けた取り組みに対する政治の役割については、誰
もがその必要性を痛感したはずです。新県議の人たちに対しても熊本県の更なる活性化を含め、

復興支援の継続的な活動に取り組んでいただけるものと期待しています。

そして、これから統一地方選後半に向け、今まさに日本国民が一つとなって新生日本として新

たな出発の準備を怠ってはなりません。一人ひとりができることを再認識し、行動していきましょ
う。私達の法人も、東北地方に従たる事務所を設置して法的に支援することも視野にいれ、今後
足元をしっかり固めていきたいと思います。今回の震災でお亡くなりになった方々に対し、あら

ためて心からのご冥福をお祈り申し上げます。
それでは、今月号も宜しくお願いします。

（代表社員 大島 隆広）

東日本大震災では、未曾有の被害が発生し、被災された住民の皆様の心労は計り知れないこと
と存じます。

これから復興に向けて動き出すことになりますが、それに伴い住民の方の法律問題等が多数発
生する可能性があります。被害に遭われた方の不安が少しでも解消できればと思い、今回から３

回にわたって、震災に関する法律相談をＱ&Ａ方式で連載します。ただし、新しい法律が成立し
たり、取扱上の便宜で法律とは違った結果となる場合がありますので、その点はご了承ください。
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震災に関する法律相談Ｑ＆Ａ
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Ｑ１ 大災害が起きた場合に対処するために制定されている法律には、どのようなものがありま
すか。
Ａ 災害救助法、激甚災害法、災害弔慰金の支給等に関する法律、被災者生活再建支援法、権利

保全特別措置法、罹災都市法、災害被害者に対する租税の減免、徴収猶予等に関する法律などが
あります。いずれの法律も、発災により当然に法律の適用を受けるわけではなく、政令による災

害指定・地域指定を受けることが必要であることに注意してください。
詳しい説明は省略しますが、生活費が足りない、建物が損壊した、災害により親族が死亡した、
税金が支払えない等、何か困った時には役立つ法律です。専門家にご相談されることをお勧めし

ます。

Ｑ２ 地震･津波により、隣地との境界が不明になってしまいました。境界をはっきりさせるため
には、どのような手続がありますか。
Ａ 現行法上は、行政が何かしてくれるということはありませんので、まずは当事者間の話し合

いとなります。それでも解決がつかない場合は、裁判手続をするしかありません。調停や訴訟を
提起する必要があります。なお、簡易迅速な手続として、平成17年にできた筆界特定制度があり
ます。ただし、今回の震災では、当事者で判断できないことが多々でてくると思われますので、

何らかの指針が監督官庁からでるのではないかと推測されます。

Ｑ３ 地震により、自己所有地内のブロック塀が倒れ、隣家を傷つけてしまいました。隣人に修
理費を支払わなければなりませんか。

Ａ 従来の判例を基に判断すると、一般的に、その地震が震度５以下であれば修理費を支払わな
ければならず、震度６以上であれば不可抗力によるものとして支払を免れられると考えられます。
しかし、震度６以上の地震は増えており、今後の判例の動向が注目されます。

この問題について、昭和５３年６月に発生した宮城県沖地震に関する判例は、地震によりブロッ
ク塀が倒壊して通行人が死亡した事故に関し、「地震そのものの規模に加えて当該建築物の建て
られている地盤、地質の状況及び当該建築物の構造、施工方法、管理状況など」を総合し、「本

件ブロック塀の安全性を考えるについても、仙台市近郊において過去に発生した地震のうちの最
大級のものに耐えられるか否かを基準とすれば足りる」とし、「ブロック塀が、築造された当時、

通常発生することが予測可能な震度５の地震動に耐えうる安全性を有していたか」を基準とした
上で、「本件では、未だ右瑕疵があったとは認められない」として、ブロック塀の所有者の損害
賠償責任を否定しました。

現在の目安としては、建築基準法施行令６２条の８は、震度５までは壊れないブロック塀の基
準を定めていますので、その他の法令などを遵守した工事をしていれば、震度６から７程度の地
震により、崩壊・倒壊した場合には、隣家の住人に対する責任は免れると考えられます。

Ｑ４ 事務所の塀を業者に頼んで工事してもらってい

ましたが、地震により塀の一部が壊れてしまいました。
最終的には、業者に全て建て直してもらいましたが、

建て直した分の費用も、私が負担しなければならない
のでしょうか。
地震により、塀が全て倒壊して建直しが不可能となっ

た場合はどうなるのでしょうか。
Ａ 工事中の塀が地震で倒壊した場合は、業者が負担
するのが原則です。地震で塀が倒壊し、建て直し不可

能なときは、業者に建て直しを請求できない反面、費
用の負担も免れるのが原則です。ただし、いずれの場
合も、契約書の規定が優先しますので、契約書を確認

することが重要です。



ホームページアドレス http://www.hshsc2003.jp/

新着情報

Ｑ５ 地震やそれに伴う火災で借家が滅失した場合、賃貸借契約はどうなりますか。
Ａ 賃貸借契約は履行不能により終了するのが原則です。しかし、これでは大地震の場合、多数の

借家人が一挙に生活の本拠を失うことになってしまいかねないことから、このような事態に対処す
るため、昭和21年に罹災都市借地借家臨時処理法（以下、「罹災都市法」といいます。）が制定さ

れています。
罹災都市法は、大地震などの一般災害が発生した後、政令で指定することによって適用されるこ
とになっていますが、この罹災都市法では、

① 土地と建物の所有が同じＡさんであった場合など、建物滅失当時に土地を借りて利用できる権
利（借地権）が存在しなかった場合、建物の借主であるＣさんは、政令施行の日から２年以内にＡ
さんに土地の賃借を申し出ることによって、他の者に優先して、相当な借地条件でその土地を賃借

することができる。
② Ａさんの土地をＢさんが借りて、Ｂさん名義の建物を建て、これをＣさんに貸していた場合な
ど、ＡさんとＢさんとの間で土地の利用の契約（借地権）があった場合、建物の借主であったＣさ

んは、政令施行の日から２年以内にＢさんの借地権を譲り受ける旨をＡさんに申し出ることによっ
て、他の者に優先して、Ｂさんの借地権を譲り受けることができる。

震災で建物を失った場合でも、一定の条件を満たせば、土地の賃借権を取得して自身で建物を建
てることができることになっています。
また、同法では、それ以外でも、

③ 建物の借主のＣさんは、地主のＡさんや土地を借りていたＢさん等が罹災後最初に建てた建物
につき、建物完成前に申出をすることにより、他の者に優先して、相当な借家条件で、その建物を
賃借することができる。と定められており、罹災前に建物の借主であったＣさんは、家主であった

Ｂさんが再築した建物につき、優先的に借り受ける権利もあります。

被災された方で、法律相談をご希望される方は、司法書士会、弁護士会、お近くの法テラス等に

ご連絡ください。また、当法人もご相談をお受けしておりますので、お知り合いの方でお困りの方
がいらっしゃいましたら、ご連絡ください。

参照 Ｑ＆Ａ災害時の法律実務ハンドブック 新日本法規出版

◎平成２３年４月より、土地を売買で移転する際の登録免許税が変わりました。
平成２３年４月１日より、土地を売買で取得する際の登録免許税が、

土地の固定資産評価額×１３／１０００
（平成２３年３月３１日まで土地の固定資産評価額×１０／１０００）
に変更になりました。

つまり・・・
土地の固定資産評価額が１０００万円の場合・・１０００万円×１３／１０００＝１３万円
ということになります。

◎平成２３年４月より登記事項証明書（登記簿謄本）の取得手数料が変わりました。

不動産・法人の登記事項証明書・・・・・・１０００円⇒７００円
成年後見等の登記事項証明書・・・・・・・８００円⇒５５０円
（後見の）登記されていないことの証明書・・４００円⇒３００円

また、これまで登記事項証明書を取得する場合は「登記印紙」を購入して取得することになっ
ていましたが、これも平成２３年４月より「収入印紙」を購入して取得する方法に変わりまし

た。（これまでの登記印紙も使用することができます。）



司法書士法人ヒューマン・サポート法律支援センター

清水事務所 〒８６１－８０６６ 熊本市清水亀井町１６番１１号
TEL ０９６－３４６－３９２７ FAX ０９６－３４６－４０４４

薄場事務所 〒８６１－４１３１ 熊本市薄場町４６番地 薄場合同ビル内
TEL ０９６－３２０－５１３２ FAX ０９６－３５７－５７１０

健軍事務所 〒８６１－２１０６ 熊本市東野１丁目１番１２号
TEL ０９６－３６０－３３６６ FAX ０９６－３６０－３３５５
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司法書士日記

何を書こうかなぁと考えたのですが、何も思いつかなかったので、とあるインターネットサイ
トで動物占いをしてみました。

健軍事務所のメンバーの占い結果を掲載してみます。

山﨑 ライオン『心優しき親分肌』 佐藤 ひつじ 『責任感強きパワフルな人』

橋本 コアラ 『明るく素直な開拓者』 中村 ライオン『甘えん坊の長距離ランナー』
宅野 黒ひょう『マイペースな遅咲きの人』 春本 コアラ 『頭脳明晰で肝のすわった社交家』

でした！！結構詳しく分析されていて面白かったです。是非お試しあれ！
※注 あくまでも占い結果であり自己評価ではありません（笑）

（健軍事務所 司法書士 佐藤 芽久美）

お知らせ

～当法人の司法書士が、趣味の話や最近の出来事など、
ざっくばらんに書いていきます～

コラム 『スタートライン』

先日、私が剣道の外部指導コーチとして嘱託を受けております部活動の卒部会がありました。
もう７回経験させて頂いておりますが、やっぱり寂しいものです。
ただ、入部したての頃は泣いてばっかりだった子供たちが、卒部会で親御さんや指導者に感

謝の気持ちを伝える姿を見ていると、本当に成長したなぁと感じます。
私も、３kgほど成長しましたが・・・。

金八先生になったような気分の今日この頃、別れの３月の後は、出会いの４月です。卒業生
や新入部員がどんなスタートラインに立つのか楽しみです。

（薄場事務所 福島 直也）

当法人では、継続的な相談にも対応できるよう、顧問契約の締結も行っ

ています。
会社・個人問いません。詳しくはお近くの事務所までお気軽にお問い
合わせください。


